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2012～2013年度 ROTARY CLUB OF TOYOKAWA HOI CLUB WEEKLY 

例会日／毎週火曜日 12：30  例会場／豊川商工会議所 

会長／高桑 耐   幹事／大木健市  会報委員長／池田 弘

事務局／豊川市豊川町辺通 4-4 豊川商工会議所会館内 ℡0533-86-2535 Fax0533-86-8889 

ＨＰ／http://toyokawahoi.tank.jp 

クラブテーマ：ENJOY ROTARY 絆、みんな仲良く、クラブの未来へ

本年度１３第回 通算１２６７回

平成２４年１０月２日（火）
出席報告

会員総数 出席者数 出席率 9/18修正出席率

５７名 ３６名 ７０．６％ １００％

 ゲスト：オーエスジー㈱デザインセンター 開発グループ マーケティングチーム 倉内清一さん  

ビジター：メーキャップ受付 21 名

★会長あいさつ     高桑 耐会長

 こんにちは。職

業奉仕委員長はじ

め委員会の皆さん、

本日の素晴らしい

例会の企画と早く

から来て準備頂き

ましてありがとう

ございました。

 最近、ＲＩからメールが良く来ます。その

中から、9 月 27 日のロータリーニュースを紹

介します。「国際ロータリーは、ニューヨーク

で国連総会中に開催されたポリオ撲滅の特別

行事において、世界ポリオ撲滅推進計画

（GPEI）を支援するために、今後 3 年間に新

たに 7,500 万米ドルの資金を投入することを

表明しました。ロータリーは、これまでに 12
億ドル近い資金を撲滅活動に投入しており、

撲滅を実現させるために、今後も支援を続け

ることを力強くアピールしました。」この活動

は、1985 年に始まり、当時は 125 ヶ国にポリ

オが発生していました。27 年間の様々な活動

で、現在は４ヶ国しかありません。ロータリ

ーが素晴らしい活動をしていることを痛感し

ました。

 報告事項として、9 月 27 日に臨時理事役員

会を開催して、クラブ細則、第３条理事及び

役員の選挙の第１節により、指名委員会を設

置することを決定しました。指名委員長には

夏目会員、副委員長には水野会員が決まりま

した。正副委員長を中心に、慎重審議して参

りますので、よろしくお願いします。

★幹事報告       大木健市幹事

例会臨時変更のお知らせ

豊川商工会議所全館禁煙について

次回例会について

★委員会報告

TASC（鈴木事務局長）

TASC の総会及び講演会開催について

★職場見学例会

委員長あいさつ    杉浦節子委員長

 皆さん、こんに

ちは。今日は大勢

にご参加頂きまし

てありがとうござ

いました。今年の

担当例会をどうし

ようかと考えてい

る時に、本年度の SAA の提案で「四つのテス

ト」を唱和しています。この四つのテストを

経営という観念から見直すとどうなるかとい

うことを地区の職業奉仕委員会で勉強させて

頂きました。「1.嘘や偽りはないか 2.全ての

取引先に公平であるか 3.信用を高め取引先

を増やすかどうか 4.全ての取引先に利益を

もたらすかどうか」という四つのテスト企業

版を意識して邁進していけば、必ずや成功し

ていくであろうという勉強をしました。この

理念で考えていくと、まさに OSG さんにお願
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いするのが一番ではないかと、まず大沢パス

ト会長にお願いをして、今回の例会に至りま

した。例会後には、現場の見学の時間も設け

ております。よろしくお願いします。

卓話    オーエスジー㈱倉内清一氏

本日は、ご来社あ

りがとうございます。

杉浦さんから、話題

の「ほこ×たて」の

話も交えて、当社の

説明をと、ご案内を

頂きました。ご期待

に添えるよう、務め

させて頂きます。

当社は、昭和 13
年に「大沢螺子研削

所」という社名で、東京の武蔵野市で創業し

ました。現在はオーエスジー（OSG）株式会

社という社名になっていますが、大沢の O、

螺子（英語で screw）の S、研削（英語で gliding）
の G から、OSG となっています。創業当初の

ビジョンは、研削された高精度なタップの生

産・提供。当時の国産タップは研磨されてお

らず、品質的には海外製に劣っていたそうで

す。創業者の大沢秀雄は、創業前は中島飛行

機の工具室に勤務しており、これから諸外国

と戦っていく戦闘機を造るのに、工具を輸入

しなければいけない。そんなことで勝てるわ

けはないであろう。であるならば研削で仕上

げた精度の良いタップを造ろうというのが大

沢螺子研削所の創業であります。ですから、

社名に、螺子を研削するとこだわりがあった

訳です。

さて東京武蔵野市で創業した当社が、今な

ぜ東三河にご縁があるか？1943 年、軍需で工

具が必要になる中でなかなか供給できない。

工場を増設するにも土地が無い、建物が無い、

それで大沢秀雄の生まれ故郷の東三河に行け

ば空いている時があるのではないかというこ

とで探したところ、この地に辿り着きました。

当時は紡績工場の遊休工場だったそうです。

そして愛知工場として、ここ一宮は宮前に出

店してきました。昭和 13 年に創業して、昭和

20年の頃には従業員が 700名程までになって

いたそうです。

創業してからの主な取り組みを紹介します。

国内では昭和 36 年に豊川工場、昭和 42 年に

一宮の大池工場、昭和 45 年に豊橋工場、平成

2 年に新城の八名工場を創業しました。八名

工場は世界最大のタップ工場です。海外は、

1968 年に現会長の大沢輝秀がアメリカに会

社を設立しています。当時、日本からアメリ

カに進出した会社のうち、当社より先は松下

電工さんぐらいで、当社は 2 番目が 3 番目で

あると聞いています。1970 年に台湾、1974
年にブラジル、1985 年に韓国と工場を進出さ

せてきました。

経営基本方針として、「企業は社会の公器で

あることを常に自覚し、顧客に喜ばれる製品

を提供します。社員には、職場の適正配置と

生活の向上を図ります。株主には適正に安定

配当を行うように努めます。社会的な信頼を

高めつつ堅実な経営を行い、世界的企業に発

展するように努めます。」を掲げています。こ

れは、創業者の大沢秀雄が掲げたものです。

その後、現会長の大沢輝秀が、地球規模で事

業を展開し、世界のモノづくりに貢献しよう

と『地球会社』を謳っています。またツール

コミュニケーションを一つのキーワードに掲

げ、工具を媒体としてお客様とコミュニケー

ションをすることで常により良い製品開発を

行い、世界のモノづくりに貢献していきまし

ょうと。現社長の石川則男になってからは、3

つの『とことん宣言』を掲げています。お客

様、環境、心、つまりニーズ、エコ、ハート

にとことん尽くしていきましょうということ

で、現在、事業を進めています。 

私たちのお客様は、ネジを中心に、飛行機、

船、建設機機、自動車、携帯、テレビゲーム

の生産と、ありとあらゆるモノづくりで使っ

て頂いております。中でも一番売上の多い産

業は、自動車産業になります。 

さて世界の人口は、2010 年に 70 億弱、2020

年には 80 億近くまで増えるであろうと言わ

れています。地球規模で考えると、人口増加

により、エネルギー、インフラ、交通機関、

通信、医療の需要が拡大します。我々として

はビジネスチャンスが増える訳です。ところ

が、日本の人口は減って、国内マーケットは

小さくなっていきますから、我々のお客様は

グローバル化が進みます。また就労年齢比率

が年々下がっていきますので、生産性向上と

グローバル競争で勝てる高付加価値ニーズが

いっそう高まります。 

そうして開発した高能率ドリルを用いた世

界最速（当社調べ）加工の動画をホームペー
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ジにアップしたところ、あるテレビ番組から

打診がありました。ところが、一般の視聴者

の方にはお分かり頂けないとのことで、話は

立ち消えになりました。 

そんなことがあった後、「ほこ×たて」参戦

の話が持ち込まれました。2 年前から始まっ

た最強ドリル対最強金属の戦いは、我々も興

味深く見ていたものです。折しも深夜番組か

らゴールデン番組になるということで、制作

会社も力を入れた撮影でした。特番で放映さ

れた昨年の 10 月 16 日の日曜日は引き分け、

そして市場初の再戦が、今年の 4 月 15 日に放

映されました。 

結果は 1 分 1 敗で、結局勝つには至りませ

んでしたが、我々は出演の価値が充分あった

と認識しています。そもそも、なぜ、バラエ

ティ番組に出たか？それは以下のような思い

からです。 

日本のモノづくりの活性化に・・・「このよ

うなモノづくりは地味なので、バラエティ番

組に出ることで少しでも若い人たちに興味を

持ってもらえたら嬉しいななあ」 

加工現場で働いている人たちに「たかだか

穴をあけるという単純なことでも、夢ある仕

事だと伝えられたらなあ・・・」 

そして、3Ｋのイメージが強いモノづくりの

現場は、「実はとても面白いものであることを。

子ども若者達に伝えたい」 

また今回ご来場頂いた、ここグローバルテ

クノロジーセンターは、お客様のご相談に応

えることがミッションですから、加工できな

い材料があるのならば、トコトン勝負です。 

そういった意気込みで出演した結果、いろ

いろな反響を頂きました。まず当社のホーム

ページへのアクセス件数は、放送直後から一

気に増え、普段の 7 倍のアクセス件数になり

ました。また視聴率は 20%程度と聞きました

ので、宣伝効果を試算しますと、最大 4 億 2

千万円と計算出来ます。 

またお客様から頂きました声は、決して賛

同ばかりではなく、お叱りのお声も頂きまし

た。それでも、モノづくりの現場が日曜のゴ

ールデンタイムに放映され、嬉しかったとか、

子どもが私の仕事に興味を示した等々、嬉し

い言葉も頂きました。プラスもあればマイナ

スもある、そんな感じでしょうか？これは出

演したからこそ、体感出来た学び・気づきと

云えます。 

さてバラエティ番組ではありましたが、相

手の会社が開発された金属に、我々が開発し

たもので穴があけられるようになれば、使用

用途が広がり、新たな市場創造のチャンスも

あった「ほこ×たて」でした。 

OSG は、大沢秀雄の掲げた経営基本方針に

沿って、今後も社会的な信頼を高めつつ、堅

実的な経営を行って世界的企業にはって発展

していこうと努めています。ご清聴ありがと

うございました。 

TASC の活動報告～～～～～～～～～～

10 月 2 日夜、豊川アスリートサポーターズク

ラブ 2012-13 年度通常総会が行われ、新年度

の役員・事業計画・事業予算が承認されまし

た。新年度役員は TASC ホームページのブロ

グをご覧ください。

総会にご出席下さったメンバーの皆様方、あ

りがとうございました。

クラブ目標：会員増強純増     ３名

クラブ目標：Ｒ財団寄付額  ＄１００/人
現在の状況

 会員増強・・・・・・・・・・純増０名

 Ｒ財団寄付額・・・・・・・・・＄０/人

会報担当者：池田 弘会員、杉浦元保会員

このウィークリーは再生紙を使用しています。


